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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １４９ 団体 

  当センター登録会員数   ６，９０３人 

  １月来館者数             ６９０人 

  １月印刷機利用枚数    ４３４０枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
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センター長 として９年間、お世話になりました。 

３０歳代は朝まで設計、４０歳代は関西で管理職たらいまわし、５０歳代には霞が関の仕事。６５歳ま

で就業延長。いただいた名刺は６００枚。引っ越し７回。会社卒業後は好きなゴルフと旅行で人生楽し

くと思いきや、２年で「飽き」がきてＮＰＯ法人茨城県南生活者ネット松原会長との出会いに恵まれ、 

以降９年も働かせてもらいました。 

第二の人生は変化を先取りし、仮説を立て、６０点満点主義を掲げ、すばやく行動。回数を重ねなが

らの改良。スタッフの持ち味を最大限に引き出し、皆さんに支えられながらの毎日。自由に楽しみながら・・ヤリガ

イを最も大切にし、仲間とともに毎日１ミリずつ前進する職場づくり。利用者から「ありがとうございます。」をいただ

く快感に酔いしれて気がついたら後期高齢者へ・・・上手くいった事より、いかなかった事が多かったような 

センター長の任務。利用者に寄り添う指定管理者の目指す「市民活動日本一」

は、まだまだ先の先ですが、「言葉に不自由を感じる」ことと「記憶にございま 

せん」が急成長の中、幸いにしてバトンを受け取ってくれた新センター長が 

誕生し、ありがたいと思っています。指定管理者の目標は「目指せ！市民 

活動日本一」 もうしばらく新センター長のお手伝いをさせていただき、名実 

ともに「茨城県南のリーダ－」と近隣市町村から評価をいただける市民活動 

センターを目指します。後期高齢者の仲間入りした我々夫婦は見晴らしの 

良くなった下り坂を、とぼとぼと２人で一人。これからはスローダウン。  

 

 

龍ケ崎市新町に、近年まで松屋の商号で商いをされていた高松家の屋敷が残っていました。2011年の東日

本大震災で母屋は半壊のため解体され、敷地内の石蔵と三笠宮来龍碑だけが残りました。 

高松家は砂糖の元締めをされた龍ケ崎を代表する豪商で、木村安兵衛を輩出した木村家と姻戚関係があ

ります。また、高松彰一郎は女化で農場を開き、自らの土地に明治天皇近衛砲兵大隊演習（明治17年）の叡覧

を記念した石碑を大正10年に建立しました。 

三笠宮来龍碑は、三笠宮殿下が昭和12年（1937）に千葉県習志野市で行われた軍事演習視察の際、高松

家にご宿泊された記念碑であります。碑には公爵近衛文

麿（碑の文字を書いた人）の名が刻まれています。殿下

が屋敷に入られる時は、近所の人々が裏門に並び、国

旗を持ってお迎えしたそうです。 

なお、石蔵は昭和８年建設、上質な大谷石で造られて

います。構造は２階建てで四隅にバットレス（補強のため

の控え壁）を配しています。波打っている土間も貴重なも

のとなっています。現在は龍ケ崎市商工会が所有し、市

民団体で活用が模索されています。 

龍ケ崎ヒストリー 第2回「三笠宮来龍碑と高松家石蔵」 



参加はつくば、柏、守谷、阿見、松戸、流山、龍ケ崎 

発表課題は ①コロナ禍でのセンター講座の現状と課題 

②コロナ禍での各団体活動の現状と課題 ③センターが

抱えている課題と対応策 ④ディスカッションして欲しい

テーマだった。龍ケ崎ではパソコンにミニスピーカーを接

続しスタッフで共有した。①会議の基本操作の説明 ②開

会挨拶 ③メンバー紹介 ④各センターからの活動紹介 

⑤グループディスカッション ⑥全体共有 ⑦オンラインア

ンケートと結果の公開 ⑧オンライン記念撮影 ⑨閉会挨

拶で、次回の幹事は松戸に決まった。プロジェクターでの

説明より分かりやすかった。 

ビジネス習得した「デジタル」技術を龍ケ崎で新しい活

動につないでいくという「Pay it Forward」が市民活動セ

ンターで新たに誕生しました。 

スマホをテレビ画面で視聴すれば家族同士のふれあ

いはますます充実する。高齢者がより人間らしく生きる

ことができるようやさしいデジタル技術を日常に取り入

れ、デジタルを通して新たな生活を創り出す試み。 

約１年の活動で仲間は３０数人へ。活動はリモートで行

われている。生徒はレポート提出の繰り返しにより確実

に習得していく。ボランティアスタッフも組織化され教室

は急成長している。会費は無料。 

「デジタル教室」の活動を紹介したインターネット放送は

龍ケ崎市市民活動センターホームページのトップペー

ジから視聴いただけます。 

ワイン醸造復活をめざす牛久シャトー・クラウドファンディングにエール！ 

市民活動センター インターネット放送「デジタル教室」／寺田先生 

常磐線沿線市民活動センタ－交流会 ＺＯＯＭで開催 
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牛久シャトーは龍ケ崎市市民遺産「旧竹内農場西洋館」より17

年前の明治36年に建設されました。当時、この日本初の本格的

なワイナリーでは、皇族、政財界の著名人が頻繁に招かれ、宴が

催されていました。その中にシャトー本館2階でのワインパーティ

の写真に自由民権運動の板垣退助が写っているところから、板

垣の盟友である竹内明太郎の父・綱も牛久シャトーに来ていたか

もしれませんね。牛久シャトーは明治中期の本格的な煉瓦造ワイ

ン醸造所の主要部がほぼ完全な形で残っており高い歴史的価値

があるとして国の重要文化財に指定されているだけではなく、昨

年、日本初の国産ぶどうによるワイン醸造所として甲州市とともに

日本遺産に認定されました。 

2018年に運営会社が撤退した後、牛久市民が再開の署名活動

を展開し、2019年、牛久市が全体を賃借する形で新生・牛久シャ

トーがスタートしました。まだ、レストランと土産物店だけが運営さ

れている状況なので、ワイン醸造所としての復活をめざして、現

在、クラウドファンディングによる支援活動が行われています。 

となり街の龍ケ崎市民からも、牛久シャトーによるワイン製造再開

にエールを送りましょう！ 

※クラウドファンディングは3月12日が最終日ですから、支援して

いただける方はお早目にお願いします！ 

牛久シャトー 

旧竹内農場西洋館 




